
朝晩と日中の気温差があり、体調を崩しやすい時

期です。脱ぎ着しやすい服装で調節を上手にしてく

ださい。栄養バランスの良い食事と睡眠時間の確保

をして免疫力を高めましょう。

リーバー（健康観察アプリ）への入力は、8:20 までにお願いします。
お子さんが、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザ等感染症と診断された場合は、コロナ陽性

者・インフルエンザに入力をしてください。発症日の症状や受診した医療機関名・いつまで自宅待機か等

も入力をお願いします。自宅待機解除まで、お子さんの健康状態を毎日入力してください。登校できる

ようになったら、学校（担任）まで連絡をお願いします。

感染症対策の継続をお願いします。
インフルエンザにつきましては、流行開始が例年よりも早く、全国的には注意報レベルの流行状況に

なっている地域もあり、本市においても今後、感染拡大が懸念されます。また、新型コロナウイルス感

染症の患者報告数も高い水準で推移しています。市内小中学校では、新型コロナウイルス感染症・イン

フルエンザ・手足口病等の報告があり、引き続き手洗いや換気等基本的な感染対策の実施をお願いしま

す。タオルの使用は、ご家族でも別々にしてください。

目を大切にしよう！
文部科学省の学校保健統計調査で裸眼視力 1.0 未満

の小中学生の割合は、年々増加していて、令和３年度は、

小学生3４.４%、中学生６０.3％です。今年度の葉鹿小

の1.0 未満のお子さんは、2２.２％です。葉鹿小は、全

国平均と比べると、近視のお子さんは少ないようです。

近年、GIGAスクール構想により、学校の授業でデジタ

ル端末（タブレット等）が積極的に使用され始め、また

家庭での利用も考えると、デジタル画面に接する時間が

増え、お子さんの「目」の健康への影響が懸念されてい

ます。特に、長時間、近くでものを見る作業が増えたこ

とによる子どもたちの近視化が大変危惧されています。

また、目の疲労やドライアイなどの症状がでることもあ

ります。将来、視覚障害の原因となる目の病気を生じる

頻度が高まりますので、注意が必要です。
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参考：日本眼科医会「目の健康啓発マンガ ギガッこデジたん！」※令和４年度の統計調査結果は、まだ公表されてません。



視力検査実施中です。
裸眼視力Ｂ（1.0 未満）以下、または矯正視力Ｂ以下のお子さんは、再検査を実施

します。再検査をしてＢ以下の場合には、治療票（すでに受診済みの場合は、結果の

お知らせ）をお渡します。学童期のお子さんの近視は、一時的な近視状態である「仮

性近視」の場合があります。適切な治療（点眼薬等）と生活習慣の改善で回復する場

合もありますので、治療勧告がありましたら、早目の受診をお願いいたします。

近視とは：見たもののピントが網膜の手前で合う状態で、近くの物はよく見えますが、遠くのも

のがぼやけて見えます。いったん近視になると元には戻すことは不可能です。背が伸びる成長期に

近視が進みやすいやすいと言われています。

近視の進行抑制には、屋外活動、すなわち太陽光を浴びることが、日陰であっても有効であると諸

外国からの報告があります。１日に80～120分の屋外活動が有効と言われています。→ 中休み

や昼休みは、できるだけ屋外で遊びましょう。




